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泉佐野市学校施設長寿命化計画 

（概要版） 
 

第１章  学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 

１ 背景 

■ 2013 年（平成 25 年）11 月に、国土交通省より「インフラ長寿命化基本計画」が策定されまし

た。 

■ 本市では、平成 29 年度（2017）に「泉佐野市公共施設等総合管理計画」を策定しました。 

■ これらの計画に基づき、個別施設ごとの施策として、学校施設の長寿命化計画を策定します。 

 

 
出典：「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」（2017 年 3 月 文部科学省） 

 

 
出典：「泉佐野市公共施設等総合管理計画」（平成 29 年 2 月 泉佐野市） 



2 
 

２ 目的 

■ 将来にわたり持続可能な教育環境を提供するために、状況を把握し、長期的な視点をもって、

更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行い、適正な規模及び維持管理を推進する基本的な方

向性と取り組みを定めることを目的として策定します。 

３ 計画期間 

■ 本計画の計画期間は 2021 年度から 2061 年度までの 40 年間とし、計画期間のうち、概ね 5 年

ごとに内容の見直しを行うことを基本とします。 

４ 対象施設 

■ 本計画は、学校教育系施設である 13 小学校と 5 中学校を対象とし、長寿命化計画を策定しま

す。 

 
出典：国土地理院数値情報 
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出典：国土地理院数値情報 

 

第２章  学校施設のめざすべき姿 

■ 第 5 次泉佐野市総合計画における基本方針、基本事業を踏まえ、学校施設のめざすべき姿を設定

しました。 

 

 

 

 

●子どもたちが安全・安心に生き生きと学べる教育環境作りを目指します。 

 

 

 

 

●人と人とのふれあいを大切にしながら、地域に根差した特色ある魅力的な学校づくりを進めます。 

 

  

安全・安心な教育環境を整える 

地域連携の充実に努める 
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第３章  学校施設の実態 

１ 学校施設の運営状況・活用状況等の実態 

（１） 児童生徒数及び学級数の変化 

① 小学校 

■ 児童数は 2011 年から 10 年間で 1,458 人減少しています。 

■ 学級数は 2011 年から 10 年間で 1 学級増加しています。 

■ 児童数が減っている一方、学級数が増えているのは、少人数学級の推進と支援学級数が増え

た事によるものです。 

 
年度別児童数・学級数の推移（全小学校） 

 

② 中学校 

■ 生徒数は 2011 年から 10 年間で 620 人減少しています。 

■ 学級数は 2011 年から 10 年間で 2 学級が増加しています。 

■ 生徒数が減っている一方、学級数が増えているのは、支援学級数が増えた事によるものです。 

 

 
年度別生徒数・学級数の推移（全中学校） 
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③ 将来推計 

■ 児童、生徒数の推計は、国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来人口推計（平成

30（2018）年推計）」における泉佐野市の年少人口（０～14 歳）をベースに推計しました。 

■ 児童、生徒数の将来推計結果は減少傾向にあります。 

 

 

 
出典：「日本の地域別将来人口推計」（平成 30（2018）年推計） 

児童生徒園児数の将来推計 

 

 

（２） 施設関連経費の推移 

■ 過去 5 年間の学校施設の施設関連経費は、2.4 億円～9.5 億円で、5 年間の平均は 5.1 億円/年と

なっています。 

 
過去 5年の施設関連経費 
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（３） 学校施設の建築年度別保有量 

■ 対象施設の延床面積を建築年度別にみると、築年数が 30 年以上の建築物が 71％を占めており、

今後 10 年で 80％の建築物が築年数 30 年以上となります。 

 
学校施設の築年別整備状況 
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２ 学校施設の老朽化状況の実態 

（１） 構造躯体の健全度評価及び構造躯体以外の劣化状況等の評価 

■ 構造躯体以外の劣化状況を把握するため、本計画策定に先立ち建築物を 5 つの部位（屋根・屋

上、外壁、内部仕上げ、電気設備、機械設備）に分類し、建築物現況調査を行い A～D の 4 段階

で評価しました。この調査結果をもとに一定のルールに基づき、棟ごとの健全度を算出しました。 

■ 建築物の構造躯体となるコンクリートの圧縮強度が、13.5N/mm²を上回ることが長寿命化すべ

き建築物と判断する基準となります。（出典：「2001 年改訂版 既存鉄筋コンクリート造建築物の

耐震診断基準 同解説」（財）日本建築防災協会 2001 年） 

■ 本市の小学校の劣化状況評価では 43 点から 100 点までと幅が広く、健全度の平均点は 71 点で

す。多くは部分的な劣化にとどまっているものの、全体的な劣化が見られる施設も存在します。 

■ 本市の中学校の劣化状況評価では 55 点から 100 点までと幅が広く、健全度の平均点は 75 点で

す。多くは部分的な劣化にとどまっています。 

 

 

構造躯体の健全性及び劣化状況評価(1) 
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構造躯体の健全性及び劣化状況評価(2) 
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（２） 今後の維持・更新コストの比較 

■ 老朽化した外装・内装等を改修し、40 年程度で改築するという従来型管理を行った場合、今後

40 年の維持・更新コストの総額は約 507 億円となり、1 年あたりの経費は約 12.7 億円となりま

す。 

■ 一方、適切な時期に長寿命化対策や大規模改造を実施し、目標耐用年数を 80 年とした長寿命化

型管理を行った場合の、今後 40 年間の維持・更新コストは総額 530 億円で、従来型管理を行っ

た場合と比較して、約 23 億円増加します。 
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第４章  学校施設整備の基本的な方針等 

１ 学校施設の規模・配置計画等の方針 

（１） 学校施設の長寿命化計画の基本方針 

■ 公共施設等総合管理計画の基本的な方針を踏まえ学校施設の長寿命化や、維持・管理に関する基

本的な方針を以下の通りとします。 

 

出典：「泉佐野市公共施設等総合管理計画」（平成 29 年 2 月） 

 

２ 改修等の基本的な方針 

（１） 長寿命化の方針 

■ 旧耐震基準の建物のうち、耐震診断時に行ったコンクリート圧縮強度試験の結果を参考に、コン

クリート圧縮強度が 13.5N/㎟を超える建物は長寿命化の対象とします。 

■ 新耐震基準の建物については、原則すべての建物を長寿命化の対象とします。 

（２） 改築、長寿命化改修、大規模改造の周期の設定 

■ 長寿命化する場合の改築、改修周期は建築後 80 年まで使用することを基本とします。 

■ 大規模改造の実施年が長寿命化改修や改築の前後 10 年間に重なる場合は実施しません。 

  

総合管理計画における施設類型ごとの管理に関する基本的な方針 

【学校教育系施設】（小学校、中学校） 

■ 小学校・中学校は、現状維持とし計画的な予防保全に努め、長寿命化を図っていきます。 

また、管理運営コストの削減や設備などについての省エネルギー化に努めていきます。 

■ 小学校・中学校の児童数・生徒数の動向をみながら、余剰スペースの活用による他施設との

複合化等を図り、地域の拠点施設として有効活用を検討していきます。 
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第５章  基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等 

１ 改修等の整備水準 

■ 今ある施設を長期間使うことを推進し、竣工時の状態に回復するとともに、各部位の費用対効果

を考慮した最適な仕様を設定します。 

■ 社会的な要請に合わせた機能の高まりに対応した維持・更新に努めます。 

２ 予防保全および点検・評価の方針 

■ 「予防保全」を効率的・効果的に実施するため、躯体以外の劣化状況の点検・評価を実施します。 

■ 点検は、有資格者等による専門的な点検を定期的に実施します。 

■ 評価や点検結果を劣化状況調査票に反映し、「予防保全」に役立てます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後保全と予防保全について 

 

第６章  長寿命化の実施計画 

１ 改修等の優先順位付けと実施計画 

（１） 優先順位の設定 

■ 健全度が著しく低く、全体的な劣化が顕著な建築物を優先して実施ます。 

（２） 今後の実施計画 

■ 過去 5 年間の施設関連経費の平均は 5.1 億／年ですが、年により開きがある為、直近過去 3 年間

の施設関連経費の平均 6.0 億円／年に設定しました。 

 

 

                

 

 

予防保全（不具合や故障が生じる前に予防的な修繕） 

保全 

事後保全（劣化・破損等の不具合が生じた際に修繕） 

定期的な点検・劣化状況評価 
・建築物（敷地・構造）    ３年ごとに実施 
・昇降機・防火設備・建築設備 １年ごとに実施 
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0
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0
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0
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0
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0
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２ 長寿命化のコストの見通し、長寿命化の効果 

■ 長寿命化することにより 40 年間で約 23 億円増加しますが、これは計画期間 40 年間内に長寿命

化改修と改築が発生する施設、現在築 40 年以上の施設が 52％あることが原因です。 

■ 長寿命化することによる施設維持に関わるライフサイクルコストを、市内の 1 校あたりの平均的

な校舎面積（2,100 ㎡）をもとに算定すると、1 年あたり約 351 万円（約 14.5%）のコスト削減が

見込める試算結果となります。 

 

 

ライフサイクルコストの比較 
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第７章  長寿命化計画の継続的運用方針 

１ 情報基盤の整備と活用 

■ これまで整備した公共建築物の施設カルテについて、一元的に管理・活用を図るため、施設所管

部局との役割分担のもと、継続したデータ更新を行っています。 

２ 推進体制等の整備 

■ 公共施設等マネジメント（市が保有する公共施設等の効果的かつ効率的な最適運営管理を行う事

を言う。）の推進にあたっては、総務課ファシリティマネジメント担当部署が主体となり、施設所

管部局が相互に連携・協力し、全庁的な推進体制で適切に進行管理を行っています。 

３ フォローアップ 

■ 泉佐野市公共施設等総合管理計画の取り組みについては、PDCA（計画・実行・評価・改善）サイ

クルを活用し、日常行句の中で日常業務の中で公共施設等マネジメント（市が保有する公共施設

等の効果的かつ効率的な最適運営管理を行う事を言う。）を定着させるとともに、取り組みの進捗

管理や改善を行い、計画を着実に進めていきます。 

 

 
出典：「泉佐野市公共施設等総合管理計画」（平成 29 年 2 月） 
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